
　

連
日
、
報
道
さ
れ
る
「
コ
ロ
ナ

禍
」
の
中
、
松
本
駅
前
で
昭
和
55

年
か
ら
40
年
頑
張
っ
た
居
酒
屋
が

店
を
閉
じ
た
。
県
内
外
の
多
く
の

人
達
に
支
え
ら
れ
た
優
良
人
気
店

だ
っ
た
。「
従
業
員
に
も
申
し
訳

な
い
。
お
客
を
喜
ば
す
事
ば
か
り

考
え
て
、
丼
勘
定
す
ぎ
た
か
な
」

男
気
の
あ
る
初
老
の
彼
は
、
く
や

し
涙
を
浮
べ
た
。
世
の
中
普
通
に

回
っ
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
事
も
起

き
な
か
っ
た
の
に
と
残
念
に
思

う
。

　

日
本
中
か
ら
い
ろ
ん
な
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
む
。
幼
な
子
の
人
質

事
件
が
起
き
る
。
や
む
な
く
休
業

し
て
い
る
店
舗
に
空
巣
が
多
発
す

る
。
皆
で
我
慢
し
て
い
る
時
に
、

神
奈
川
や
千
葉
で
は
サ
ー
フ
ァ
ー

で
混
雑
す
る
。
休
業
要
請
に
応
じ

な
い
キ
ャ
バ
ク

ラ
、
パ
チ
ン
コ

店
も
あ
る
。
家

庭
内
暴
力
も
起

き
る
。
自
分
の

意
に
合
わ
な
い

と
文
句
や
不
満

を
言
う
。
自
分

勝
手
な
行
動
を

す
る
。「
見
え

な
い
怖
さ
」
は

人
の
心
の
内
に
も
あ
る
も
の
だ
。

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
は

4
月
25
日
現
在
、
い
ま
だ
ピ
ー
ク

を
迎
え
な
い
。
医
療
現
場
の
崩
壊

が
心
配
だ
。
最
前
線
で
頑
張
る
医

療
従
事
者
に
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
。
江
戸
時
代
か
ら
久
々
に

登
場
し
た
、
妖
怪
「
ア
マ
ビ
エ
」

な
る
も
の
に
す
が
り
た
い
。
そ
し

て
辻
々
の
道
祖
神
に
も
お
願
い
し

た
い
。
穏
や
か
な
日
々
を
早
く
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
…
。

　
　

追
伸

　

異
例
の
早
さ
で
開
花
宣
言
が
出

た
3
月
28
日
。
一
通
の
茶
封
筒
が

個
人
名
で
届
い
た
。
差
出
人
な
し

の
内
容
は
B
5
の
レ
ポ
ー
ト
用

紙
大
一
枚
で
「
民
事
訴
訟
最
終
通

達
書
訴
訟
管
理　

（
ら
）
4
5
5
」

と
あ
り
内
容
は
訴
状
が
提
出
さ
れ

民
事
裁
判
が
開
始
さ
れ
る
か
ら
、

取
り
下
げ
最
終
期
日
3
月
31
日
ま

で
に
取
り
下
げ
の
問
い
合
せ
を
必

ず
本
人
か
ら
連
絡
を
す
る
よ
う

に
と
あ
る
。「
こ
れ
っ
て
サ
ギ
？
」

3
日
し
か
な
い
の
が
あ
わ
て
さ
せ

る
魂
胆
か
。
未
だ
電
話
を
し
て
な

い
が
、何
も
言
っ
て
こ
な
い
。
放
っ

て
お
い
た
の
が
「
見
え
な
い
怖
さ
」

へ
の
対
処
法
に
な
っ
た
の
か
。
地

区
の
皆
様
も
狙
わ
れ
た
時
、
一
人

で
び
っ
く
り
せ
ず
に
多
く
の
人
に

相
談
し
て
、
決
し
て
、
決
し
て
こ

ち
ら
か
ら
電
話
を
せ
ぬ
よ
う
、
御

用
心
。

　

私
が
豊
科
の
里
山
「
光
城
山
」

に
定
期
的
に
登
り
に
行
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
十
年
程
前

か
ら
で
す
。
そ
の
頃
の
私
は
肩
関

節
周
囲
炎
い
わ
ゆ
る
五
十
肩
を
病

ん
で
い
ま
し
た
。
日
中
の
疲
れ
で

何
と
か
眠
り
に
つ
い
た
も
の
の
、

す
ぐ
一
、
二
時
間
で
痛
み
で
目
が

醒
め
て
し
ま
い
「
ま
た
眠
れ
な

か
っ
た
」
と
涙
目
で
朝
を
迎
え
る

日
々
で
し
た
。
痛
み
は
人
の
活
力

を
と
こ
と
ん
消
耗
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
そ
ん
な
日
々
が
続
き
仕
事
の

緊
張
に
体
力
の
限
界
を
感
じ
て
い

た
頃
で
す
。
冬
場
の
登
山
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
知
ら
れ
て
い
た
光
城
山

に
登
っ
て
み
よ
う
と
思
い
付
き
ま

し
た
。
凍
て
つ
く
氷
の
斜
面
を
滑

ら
な
い
よ
う
疼
く
肩
を
庇
う
よ
う

ゆ
っ
く
り
と
。
最
初
登
山
道
は
結

構
な
急
坂
。
仕
事
を
こ
ん
な
五
十

肩
如
き
で
有
休
を
取
っ
て
し
ま
っ

た
後
悔
、
家
の
雑
事
が
片
付
け
ら

れ
な
い
気
掛
り
等
々
、
諸
々
が
心

を
よ
ぎ
り
ま
す
。
登
山
道
後
半
、

追
い
越
す
人
も
追
い
越
さ
れ
る
人

大
野　
貴
由

北
源
地
町
内
公
民
館
長

見
え
な
い
怖
さ

も
居
な
い
冬
場
の
里
山
、
た
だ
自

分
の
荒
い
息
使
い
だ
け
が
耳
に

入
っ
て
来
ま
す
。
そ
の
内
凍
え
て

い
た
筈
の
指
先
が
ジ
ン
ジ
ン
血
が

巡
り
暖
か
く
な
る
の
を
感
じ
、
額

の
汗
が
寒
風
を
心
地
良
く
感
じ
て

い
る
の
に
気
付
く
の
で
し
た
。
よ

う
や
く
30
分
程
で
頂
上
に
辿
り
着

き
北
ア
ル
プ
ス
を
一
望
。
息
を
整

え
、
さ
ら
に
進
み
古
峯
神
社
へ
。

感
謝
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ

の
時
で
す
、
今
で
も
不
思
議
に
思

い
ま
す
が
、
も
う
何
年
も
前
に
鬼

籍
に
入
っ
た
筈
の
母
の
笑
顔
が
私

を
迎
え
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
た

の
で
し
た
。「
良
く
来
た
ね
」
と
。

　

今
も
週
一
回
程
の
ペ
ー
ス
で
登

る
の
が
習
慣
と
な
り
ま
し
た
。
毎

年
、
北
廻
り
の
下
り
道
。
同
じ
場

所
で
こ
の
時
期
に
、
鶯
の
鳴
き
声

を
聞
く
事
が
出
来
ま
す
。
今
日
、

期
待
通
り
お
ぼ
つ
か
な
い
声
の

「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
を
聞
い
た
の

で
す
。「
あ
ゝ
、
今
年
も
良
く
来

た
ね
！
お
利
口
！
」
と
、
鶯
に
大

き
な
声
を
掛
け
て
い
る
自
分
に
思

わ
ず
苦
笑
し
ま
し
た
。
ど
う
か
こ

れ
か
ら
も
、
こ
の
癒
し
が
続
け
ら

れ
ま
す
よ
う
に
！

松本押し絵雛講習会松本押し絵雛講習会
≪ 日  程 ≫　

●第１回 …６月18日㈭

●第２回 …６月25日㈭

●第３回 …７月２日㈭

●第４回 …７月９日㈭

●第５回 …７月16日㈭

●第６回 …７月30日㈭

●第７回 …８月６日㈭

●第８回 …８月20日㈭

●予備日 …８月27日㈭

※新型コロナウイルスの影響で中止・延期の場合がござ
　います。
　開催の可否については公民館までお問合せください。
　時間は全て13：30～ 16：30です。

宮
村
二
丁
目　
小
林　
幸
子

癒
し
の
場
所
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令和２年５月１日現在

1,414世帯

2,545人

1,203人

1,342人

総世帯数

総 人 口

男

女



　

国
が
全
国
に
緊
急
事

態
宣
言
を
出
し
、
い

よ
い
よ
公
民
館
で
の
講

座
、
サ
ー
ク
ル
利
用
の

再
開
も
い
つ
に
な
る
か

分
か
ら
な
い
異
常
事
態

に
な
り
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と

や
集
団
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
松
本

市
か
ら
の
広
報
等
を
活
用
し
無
事

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
4
月
21
日
付
の
市
民
タ
イ

ム
ス
に
塩
尻
の
理
美
容
室
で
レ
モ

ン
の
木
に
羽
化
し
た
ク
ロ
ア
ゲ
ハ

の
記
事
と
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
同
日
の
写
真
投
稿
欄
に

も
「
お
座
敷
に
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
」

が
こ
ち
ら
も
レ
モ
ン
の
木
に
羽
化

し
て
い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
ま
で
は
自
宅
の
山
椒
の

木
に
も
緑
色
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の

幼
虫
が
い
く
つ
も
新
芽
を
食
べ
て

い
ま
し
た
。
毎
朝
観
察
し
て
い
る

と
枝
を
移
動
し
て
太
く
長
く
成
長

し
て
い
き
ま
す
。
鳥
の
餌
に
な
ら

ず
に
成
長
し
た
幼
虫
を
枝
ご
と
室

内
で
観
察
し
て
い
る
と
、
壁
の
上

の
方
に
蛹
に
な
っ
て
じ
っ
と
羽
化

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
物
置
を
設
置
す
る
た
め

山
椒
の
木
の
周
辺
を
整
備
し
て
し

ま
い
会
え
ず
じ
ま
い
で
し
た
。

　

今
年
こ
そ
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が

舞
っ
て
き
て
我
が
家
に
ち
ょ
っ
と

し
た
感
激
を
届
け
て
欲
し
い
も
の

で
す
。�

（
筒
井
）

 

■ 

町
内
公
民
館
長

南
源
地　
　
　
　
　

茅
野　

幸
隆

北
源
地　
　
　
　
　

大
野　

貴
由

梅
ケ
枝
町　
　
　
　

中
嶋　

弘
壽

長
沢
町　
　
　
　
　

小
林
寿
美
子

錦　

町　
　
　
　
　

下
林　

清
次

栄　

町　
　
　
　
　

竹
平　

隆
一

常
盤
町　
　
　
　
　

市
川　

英
夫

中
条
東
第
１　
　
　

武
井　

一
幸

中
条
東
第
２　
　
　

松
宗
佳
代
子

中
条
東
第
３　
　

○
青
柳　
　

茂

中
条
東
第
４　
　
　

中
野　

正
恵

向　

島　
　
　
　
　

鶴
川　

貴
章

宮
村
町
１
丁
目　
　

小
林　

寛
也

宮
村
町
２
丁
目　
　

小
林　

敬
司

天
神
南
小
池
町　
　

横
山　

和
明

飯
田
町
１
丁
目　
　

林　
　
　

真

飯
田
町
２
丁
目　
　

村
上　

圭
子

小
池
町　
　
　
　

◎
鴻
田　

益
孝

 

■ 

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

会　

長　
　
　
　
　

横
山　

知
充

副
会
長　
　
　
　
　

松
田　

妙
子

　

〃　
　
　
　
　
　

小
林　

純
子

会　

計　
　
　
　
　

筒
井　

完
次

 

■ 

職
員
関
係

◇
第
二
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長　
　
　

山
田　
　

正

　

地
区
生
活
支
援
員　

小
澤
麻
由
美

◇
第
二
地
区
公
民
館

　

館　
　

長　
　
　
　

早
坂　

義
導

　

主　
　

事　
　
　
　

窪
田　
　

陸

　

事
務
職
員　
　
　
　

小
笠
原
利
恵

　
　
　

〃　　
　
　
　
　

今
井　
　

史

◇
福
祉
ひ
ろ
ば

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

西　
　

弘
子

　
　
　
　

〃　　
　
　
　

野
口
惠
美
子

 

■ 
公
民
館
五
部
門
委
員

　

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

（
◎
会
長　

○
同
副
）

  

■ 

町
会
長

南
源
地　
　
　
　

○
秋
山　

博
見

北
源
地　
　
　
　
　

筒
井　

完
次

梅
ケ
枝
町　
　
　
　

川
上　

明
彦

長
沢
町　
　
　
　
　

太
田　

賀
夫

錦　

町　
　
　
　

◎
青
栁　

孝
明

栄　

町　
　
　
　
　

竹
平　

隆
一

常
盤
町　
　
　
　
　

田
口　

康
夫

中
条
東
第
１　
　
　

原　

喜
一
郎

中
条
東
第
２　
　
　

岩
佐　
　

仁

中
条
東
第
３　
　

○
横
山　

知
充

中
条
東
第
４　
　
　

上
兼　

誠
市

向　

島　
　
　
　
　

上
條　

一
茂

宮
村
町
１
丁
目　
　

瀬
原
田
久
隆

宮
村
町
２
丁
目　
　

小
林　

九
雄

天
神
南
小
池
町　
　

曽
根
原
清
司

飯
田
町
１
丁
目　
　

丸
山　

昌
巳

飯
田
町
２
丁
目　
　

中
藤　

俊
夫

小
池
町　
　
　
　
　

碇
屋　

公
章

令
和
２
年
度

町

役

会

員

～新町会長紹介～

天神南小池町
曽根原  清司

中条東第１
原  喜一郎

中条東第４
上兼  誠市

　

見
え
ぬ
敵
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
。
い
ま
だ
終
息
の
見
通
し
な

ど
と
て
も
計
り
知
れ
な
い
現
状
。

　

そ
ん
な
中
迎
え
た
新
年
度
で
す

が
、
感
染
予
防
に
は
十
分
ご
注
意

い
た
だ
き
、
皆
様
に
於
か
れ
ま
し

て
は
今
年
度
も
お
元
気
に
活
躍
さ

れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　スズラン。キミカゲソウともいいます。ラ
ンという名がついていますがユリの仲間です。
日本のほぼ全域に分布して可憐な姿を見せて
くれます。その可愛い花を鈴にたとえて名付
けたのかもしれません。
　花にはよい香りがあり、赤く熟す実もきれ
いですが、きれいな花には毒があるとか。注
意が必要です。
　今年も四月の終わりにすすき川沿いの車道
と歩道の分離帯につつましやかに咲きました。

　

青 

栁 

孝 

明

第
二
地
区
町
会
連
合
会
長　
　

ご
あ
い
さ
つ

４月16日撮影

春の花

スズラン
公民館横の桜
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